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騨

ル
サ
ノ
ヘ
は
婦
人
服
、
紳
土
も

の
の
ハ
イ
ブ
レ
ー
ド
な
も
の

を
、
そ
し
て
本
店
は
カ
ジ
ュ
ア

ル
も
の
と
洋
品
雑
貨
を
中
心
と

し
た
ど
ち
ら
も
サ
ロ
ン
風
の
店

づ
く
り
。
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の

楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
店
づ
く
り
を
し
た
い
」

☆
ヌ
ー
ベ
ル
サ
ノ
ヘ
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

元
町
１
番
街
の
サ
ノ
ヘ
が
本

店
を
改
装
中
な
の
は
、
ご
存
知

だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
仮
店
舗

で
営
業
中
、
本
店
は
哩
月
初
旬

に
三
階
建
て
の
ビ
ル
に
な
っ
て

お
目
見
え
す
る
わ
け
で
す
が
、

ひ
と
足
先
の
、
月
９
日
同
じ
元

町
１
番
街
に
ヌ
ー
ベ
ル
サ
ノ
ヘ

も
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ベ
ー
ジ

ュ
と
茶
を
雅
調
に
し
た
ヌ
ー
ベ

と
は
芦
原
専
務
の
お
話
。
ヌ
ー

ベ
ル
サ
ノ
ヘ
の
二
階
で
、
月
塑

・
犯
日
（
予
定
）
春
夏
も
の
キ

ャ
ピ
タ
ル
シ
ョ
ー
も
行
な
わ
れ

ま
す
。
ト
ア
ロ
ー
ド
の
ク
レ
ー

ジ
ュ
店
と
並
ん
で
ハ
イ
モ
ー
ド

の
サ
ノ
ヘ
が
三
店
に
な
る
ん
で

す
か
ら
、
う
れ
し
い
で
す
ね
。

☆
優
雅
な
雰
囲
気
を
ど
う
ぞ
毛

皮
シ
ョ
ー
へ
の
誘
い

秋
も
い
よ
い
よ
本
審
。
大
人

の
お
シ
ャ
レ
が
で
き
る
素
敵
な

神
戸
の
女
性
達
に
は
、
豪
華
な

毛
皮
も
ワ
ー
ド
ロ
ー
ブ
の
一
つ

に
加
え
た
い
も
の
。
そ
ん
な
皆

さ
ん
に
毛
皮
専
門
店
の
老
舗
ベ

ニ
ー
毛
皮
店
（
国
際
会
館
１
階

麓
（
卿
）
－
３
３
２
７
）
か
ら
耳

よ
り
左
ニ
ュ
ー
ス
が
届
き
ま
し

た
。九

月
十
九
日
、
二
○
円
の
両

日
国
際
ホ
テ
ル
で
フ
ァ
ー
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
ま
す
。
特

に
二
○
ｎ
は
一
度
行
っ
て
見
た

神戸百店会
だよりヌ

ー
ベ

・
こ
う

矢
窟
ず

ル
・
サ
ノ

マ
ツ
カ
メ
ラヘＬ

3９ 蕊

い
と
い
う
方
の
た
め
に
、
十
八

日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
れ
れ

ば
ご
招
待
い
た
し
ま
す
と
の
こ

と
。
毛
皮
の
コ
ー
ト
は
ま
す
ま

す
豪
華
に
、
ぜ
い
た
く
な
も
の

を
気
安
く
着
る
の
が
粋
で
す
。

風
の
街
角
で
も
や
さ
し
く
毛
皮

が
包
ん
で
く
れ
る
。
今
年
の
冬

は
そ
ん
な
冬
に
し
ま
せ
ん
か
？

☆
二
日
で
旧
万
円
の
ア
ル
バ
イ

ト
ノ
．
い
い
で
す
ね

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
の
ベ
ル
が

オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
７
月
記

円
。
記
・
”
日
の
二
日
間
で
、

万
円
の
ア
ル
ド
イ
ト
を
し
ま
せ

ん
か
（
た
だ
し
容
姿
端
麗
な
方
）

と
い
う
募
集
に
自
薦
他
薦
の
お

嬢
さ
ん
方
が
ベ
ル
の
前
に
列
を

な
し
た
の
も
記
憶
に
新
し
い
こ

と
で
す
。
五
○
倍
と
い
う
激
戦

？
の
末
選
ば
れ
た
の
は
茂
川

秀
子
さ
ん
他
五
人
の
お
嬢
さ

ん
。
審
査
に
あ
た
っ
た
ベ
ル
の

方
も
困
っ
た
く
ら
い
チ
ャ
ー
ミ

ン
グ
な
人
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た

そ
う
で
、
選
ば
れ
た
六
人
も
二

日
間
、
大
ハ
ッ
ス
ル
で
し
た
。

☆
大
和
屋
シ
ャ
ッ
セ
ン
タ
ー
プ

ラ
ザ
店
九
月
十
一
日
オ
ー
プ
ン

大
和
屋
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ャ
ツ

と
ネ
ク
タ
イ
の
店
と
し
て
開
店

が
待
た
れ
て
い
た
セ
ン
タ
ー
プ

ラ
ザ
店
が
九
月
十
一
日
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
を
記

念
し
て
浦
秋
冬
新
着
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
が
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
店
と

国
際
会
館
店
で
同
時
に
行
な
わ

れ
ま
す
。
世
界
の
銘
品
が
揃
い

ま
す
よ
。

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

０
０
６
０
０

☆
今
月
号
の
特
築
で
も
あ
り
ま
す
が
、

秋
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン
に
先
が
け
、
つ
る

や
衣
裳
店
（
人
丸
前
瞳
測
ｌ
Ｏ
３
６
０
）

の
秋
の
衣
裳
展
示
会
が
八
月
二
十
四
日

（
日
）
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
今
は
本
店
の
方
に
衣
裳

が
揃
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
中
川
衣
裳
店

（
セ
ン
タ
ー
街
露
測
１
７
５
２
４
）
の

秋
の
新
作
花
嫁
衣
裳
展
示
会
は
九
月
七

日
（
午
前
、
時
ｌ
午
後
５
時
）
オ
リ
エ

ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
二
階
大
広
間
で
行
な

わ
れ
ま
す
。

☆
オ
ョ
メ
サ
ン
の
話
に
続
い
て
ア
マ
ー

ィ
お
話
を
。
趣
の
井
亀
井
堂
の
新
製
品

エ
コ
ー
ル
パ
ピ
を
ご
存
知
で
す
か
？

金
の
包
み
は
薄
い
お
せ
ん
く
い
が
、
銀

の
包
み
は
薄
い
お
せ
ん
べ
い
の
中
に
ク

リ
ー
ム
が
入
っ
て
ま
す
。
甘
す
ぎ
厳
い

甘
さ
の
お
菓
子
。
六
○
○
円
’
二
四
○

○
円
で
す
。

☆
ユ
ー
ハ
イ
ム
の
三
宮
店
が
改
装
オ
ー

プ
ン
し
、
ド
イ
ツ
色
の
強
い
メ
ニ
ュ
ー

と
新
製
品
が
登
場
し
ま
し
た
。
ド
イ
ッ

ジ
ュ
ー
ス
（
サ
ワ
ー
チ
エ
リ
ー
、
ブ
ラ

ッ
ク
カ
ラ
ン
ト
、
プ
ラ
ム
、
オ
レ
ン

ジ
）
は
他
に
な
い
直
輸
入
品
。
持
ち
帰

れ
る
カ
ー
ト
ン
入
は
五
百
円
’
三
百
五

十
円
で
、
薄
め
な
い
で
シ
ロ
ッ
プ
か
ハ

チ
ミ
ツ
を
入
れ
、
レ
モ
ン
を
し
ぼ
っ
て

入
れ
る
と
な
お
美
味
で
す
。
経
食
用
と

し
て
三
宮
店
だ
け
の
た
必
に
玉
ね
ぎ
入

の
パ
ン
も
焼
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

☆
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
盆
踊
り
や

金
魚
す
く
い
な
ど
の
楽
し
い
第
二
回
納

涼
家
族
室
つ
り
が
八
月
九
日
、
十
日
の

両
日
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
一
階
ロ
ビ
ー

で
は
盆
踊
り
大
会
、
三
階
の
其
会
場
で

は
モ
ギ
綴
日
と
い
う
わ
け
で
屋
台
や
植

木
、
果
物
市
、
金
魚
す
く
い
な
ど
が
あ

り
、
ビ
ー
ル
、
ジ
ュ
ー
ス
も
飲
み
放

題
。
と
り
わ
け
暑
か
っ
た
こ
の
夏
だ
け

に
神
戸
っ
子
の
人
気
を
呼
び
ま
し
た
。

☆
タ
サ
キ
秋
の
新
作
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

示
会
が
九
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
ま
で

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
行
な
わ
れ
ま

す
。
案
内
状
ご
希
望
の
方
は
東
京
都
港

区
赤
坂
一
’
三
’
五
ア
ピ
タ
シ
オ
ン
ピ

ル
田
崎
真
珠
販
売
促
進
部
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

､

鰯

昨年のショー風景

元町

;亡」
] 囚
一百詞

●距神先町

元可１番苅
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箪繍鴬

精
神
薄
弱
者
愛
護
月
間

九
月
は
、
全
国
的
に
「
納
神
薄
弱
者

愛
護
月
間
」
で
す
。
こ
の
迎
動
は
、
桁

神
薄
弱
三
団
体
（
親
、
施
設
職
員
、
学

校
関
係
の
）
の
主
唱
で
、
毎
年
九
月
を

愛
護
月
間
と
定
め
、
本
年
で
第
十
二
回

目
を
迎
え
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
障
害
者
が
み
ん
な
と

同
じ
よ
う
に
社
会
の
一
員
と
し
て
、
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

薄
え
て
く
だ
さ
い
。

古
切
手
収
集
に
ご
協
力
を

あ
な
た
の
会
社
や
家
庭
で
古
切
手

（
使
用
済
の
日
本
、
外
国
ど
ん
な
切
手

で
も
可
）
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

か
。
古
切
手
の
周
囲
約
一
セ
ン
チ
程
残

し
て
三
宮
の
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局

の
前
に
あ
る
本
運
動
蔀
務
所
へ
、
持
参

し
て
く
だ
さ
る
か
、
郵
送
を
お
ね
が
い

し
ま
す
。
運
動
参
加
の
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。
こ
の
古
切
手
を
整
理
し

て
、
売
却
金
は
運
動
推
進
の
費
用
と
な

り
、
あ
た
た
か
い
福
祉
社
会
づ
く
り
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昨
年
度

は
、
多
数
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
で
約

二
十
五
万
円
の
迎
動
資
金
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
な
た
も
、
あ
な
た
の
ま
わ
り
に
あ

る
古
切
手
に
ハ
サ
ミ
を
い
れ
る
と
い
う

行
為
を
通
じ
て
、
な
に
げ
な
く
捨
て
ら

れ
て
い
た
古
切
手
に
新
し
い
い
の
ち
を

与
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
み
な
さ

ん
の
心
を
集
め
る
福
祉
の
通
勤
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
ね
が
い
い

た
し
ま
す
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
連
動
本
部

神
戸
市
野
合
区
御
幸
通
八
の
一
の
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
（
郵
便
局
の
前
）

電
話
二
五
一
－
八
一
六
一
内
線
三
一
六

☆
ふ
れ
あ
い
の
ダ
ウ
ン
に

生
ま
れ
か
わ
る
さ
ん
ち
か

さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン
で
は
８
月

型
日
に
売
り
つ
く
し
セ
ー
ル
も

終
り
、
妬
Ⅱ
か
ら
大
改
造
工
事

に
と
り
か
か
っ
た
。

９
月
”
日
に
再
オ
ー
プ
ン
す

る
ま
で
、
汀
三
－
一
の
全
店
舗

が
休
業
す
る
が
、
改
造
後
、
ク

ラ
シ
カ
ル
・
モ
ダ
ン
の
デ
ザ
イ

ン
ポ
リ
シ
ー
を
基
本
に
し
た
新

し
い
さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン
が
生
れ

る
。
そ
の
設
計
に
よ
る
と
、
公

共
通
路
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
を
ミ

ラ
ー
加
工
し
、
四
つ
葉
の
ク
ロ

ー
バ
ー
を
原
型
に
し
た
エ
ッ
チ

ン
グ
が
天
井
に
張
ら
れ
た
「
鏡

の
ク
ロ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
」
が
現

れ
る
。
ま
た
中
央
に
は
「
イ
ン

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
こ
う
べ
」

が
設
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
彫
刻

家
の
新
谷
映
子
さ
ん
作
の
釦

体
の
女
性
の
レ
リ
ー
フ
「
オ
ー

ロ
ラ
」
（
辺
メ
ー
ト
ル
）
と
噴

水
を
中
心
と
し
た
二
八
五
㎡
の

広
さ
の
ミ
ー
ー
プ
ラ
ザ
で
、
市
政

・
住
宅
・
余
暇
・
生
活
の
情
報

セ
ン
タ
ー
と
な
る
。
さ
ら
に
味

の
の
れ
ん
街
の
つ
き
あ
た
り
に

五色塚古墳

は
、
画
家
の
石
阪
春
生
さ
ん
の

エ
ッ
チ
ン
グ
「
女
の
い
る
風

量
」
（
巾
一
八
○
セ
ン
チ
、
高
さ

一
四
○
セ
ン
チ
）
が
飾
ら
れ

「
オ
ー
ロ
ラ
」
「
ア
ル
バ
の
像
」

と
共
に
、
三
つ
の
芸
術
作
品
が

さ
ん
ち
か
を
創
る
。

新
し
く
誕
生
す
る
さ
ん
ち
か

ダ
ウ
ン
は
、
「
本
来
の
商
店
街

の
あ
る
べ
き
姿
、
つ
ま
り
、
商

店
街
は
街
の
顔
で
あ
り
、
儲
け

る
ば
か
り
で
な
く
、
人
と
人
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
、

そ
し
て
地
域
環
元
を
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
」
（
神
戸
地
下
街

森
本
常
務
）
と
、
商
店
街
の
埜

本
姿
勢
を
と
り
も
ど
す
。
そ
れ

と
と
も
に
、
利
用
者
の
我
々
も

公
共
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
気
持

ち
の
良
い
さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン
を

創
り
た
い
も
の
。

☆
古
代
の
ロ
マ
ン
を
現
代
に

８
月
８
日
、
「
五
色
塚
古
墳
」

が
史
跡
公
園
と
し
て
お
目
見
え

し
た
。
同
古
墳
は
垂
水
区
五
色

山
四
丁
Ⅱ
に
あ
る
兵
庫
県
下
で

最
大
の
前
方
後
円
墳
で
、
文
化

庁
と
神
戸
市
が
復
元
盤
術
工
事

に
十
年
の
歳
月
と
二
億
五
千
万

円
を
要
し
完
成
し
た
も
の
で
あ

る
。

「
五
色
塚
古
墳
」
は
陪
墳
の

「
小
娠
古
墳
」
と
と
も
に
四
世

紀
末
か
ら
丘
仙
紀
初
め
に
か
け

て
築
造
さ
れ
た
。
墳
丘
は
、
全

長
一
九
Ｗ
米
、
前
方
部
の
幅
八

一
米
、
高
さ
一
一
・
五
米
、
後

円
部
は
直
径
一
二
五
米
、
高
さ

一
八
米
で
、
周
囲
に
幅
約
十
米

の
堀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。

明
茄
海
峡
を
望
む
後
円
部
に

は
鰭
付
円
筒
埴
輪
、
朝
顔
形
埴

輪
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
復
製

も
百
五
十
本
並
ん
で
い
て
、
格

好
の
史
跡
公
園
と
な
っ
て
い
る

☆
住
民
の
不
断
の
努
力
か
ら

「
平
和
の
像
」
完
成

長
田
区
の
高
取
山
麓
の
平
和

台
公
園
に
「
平
和
の
像
」
が
完

成
し
、
終
戦
記
念
日
の
８
月
焔

、
正
午
、
一
分
間
の
黙
と
う
の

あ
と
除
幕
式
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
住
民
の
不
断
の
努

力
で
変
ら
ぬ
平
和
を
、
と
地
域

活
動
を
続
け
て
き
た
長
尾
町
二

丁
目
と
高
取
町
二
丁
目
の
高
雌

蕊鶴開嬬態欝

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動
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灘鍵Ｉ

鰯

台
自
治
会
な
ど
五
団
体
で
結
成

さ
れ
て
い
る
高
麓
台
各
種
団
体

連
絡
協
議
会
（
小
室
豊
允
会
長
）

が
自
治
会
創
立
十
周
年
を
記
念

し
て
の
事
業
。
親
子
の
愛
情
を

形
ど
り
、
公
園
中
央
に
据
え
ら

れ
た
こ
の
「
平
和
の
像
」
は
、

大
理
石
を
セ
メ
ン
ト
で
固
め
た

白
い
像
（
高
さ
八
○
セ
ン
チ
、

長
さ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
）
で
、

住
民
の
熱
意
に
協
力
し
た
彫
刻

家
新
谷
沢
子
さ
ん
が
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
か
ら
帰
国
し
て
二
ヶ
月
か

か
つ
て
作
り
上
げ
た
も
の
。

☆
象
の
花
子
が

元
気
に
な
っ
た

七
年
前
、
北
海
道
の
動
物
閲

で
不
治
と
い
わ
れ
る
ク
ル
病
に

侵
さ
れ
、
さ
ら
に
交
通
事
故
で

大
腿
骨
骨
折
の
重
症
を
負
っ
た

象
の
花
子
が
、
以
来
、
信
田
修

治
郎
さ
ん
の
愛
情
と
全
国
か
ら

の
励
ま
し
と
に
支
え
ら
れ
て
死

線
を
乗
り
越
え
た
。
花
子
の
こ

の
再
機
を
契
機
に
し
て
「
花
子

の
愛
の
精
神
」
を
よ
り
積
極
的

な
実
践
の
場
へ
、
よ
り
実
り
多

い
社
会
的
な
連
動
へ
と
、
「
象

の
花
子
の
会
」
（
会
長
・
武
者
小

路
実
篤
）
が
結
成
さ
れ
た
。

同
会
は
〈
花
子
の
完
全
回
復

の
日
ま
で
支
援
を
続
け
よ
う
〉

〈
花
子
の
村
を
つ
く
ろ
う
〉
や

〈
花
子
の
故
郷
・
タ
イ
国
に
支

ガ
イ
ド

『
顎
・
鍔
冊
溌
津
品
乳
・
坤
憩
識
綴
蕊
溺
口
嘩
．

１
０
１
４
幻
刈
『

露 錘

新谷沢子さん

部
を
つ
く
ろ
う
〉
な
ど
七
つ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
全
国
か

ら
の
会
員
を
募
っ
て
い
る
。

高
度
成
長
が
生
ん
だ
物
質
的

な
繁
栄
の
ヒ
ズ
ミ
が
心
を
荒
廃

さ
せ
た
現
代
に
な
げ
か
け
る
こ

の
愛
の
運
動
の
光
は
非
常
に
明

る
い
。

☆
扉
風
ふ
う
の
絵
ハ
ガ
キ

お
土
産
に

故
池
長
孟
氏
が
収
集
し
た
南

蛮
美
術
品
約
四
五
○
○
点
を
所

蔵
し
、
東
西
交
流
の
歴
史
や
文

化
に
関
心
を
も
つ
人
々
に
と
っ

て
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
美

術
館
で
あ
る
神
戸
市
立
南
蛮
美

術
館
か
ら
、
見
事
な
絵
ハ
ガ
キ

が
発
売
さ
れ
た
。

ハ
ガ
キ
阿
枚
分
が
ひ
と
続
き

に
な
っ
た
「
泰
両
王
候
騎
馬

図
」
（
重
要
文
化
財
）
と
狩
野
内

膳
稚
の
「
南
蛮
扉
凪
」
（
三
枚

分
）
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お

り
、
神
戸
の
人
た
ち
だ
け
で
な

く
、
外
国
人
た
ち
に
喜
こ
ば
れ

そ
う
な
も
の
。
贈
り
物
に
、
神

戸
の
土
産
に
、
ハ
ガ
キ
と
し
て

の
価
値
だ
け
で
な
く
装
飾
品
と

し
て
も
お
も
し
ろ
い
。
一
セ
ツ

ト
三
百
円
。
南
蛮
美
術
館
に
て

発
売
中
。
南
蛮
美
術
館
Ⅱ
葺
合

区
熊
内
町
１
月
曜
休
。

☆
無
言
／
・
舞
踊
集
団
「
焔
犠

大
踏
鑑
」
は
踊
る

東
京
目
黒
の
ア
ス
ベ
ス
ト
館

で
定
期
的
に
公
演
し
、
好
評
の

土
方
巽
さ
ん
率
い
る
舞
踊
集
団

「
耀
犠
大
踏
鑑
」
が
京
都
に
や

っ
て
く
る
。

公
演
は
、
今
年
、
舞
踊
評
論

家
協
会
賞
受
賞
の
芦
川
羊
子
ほ

か
に
仁
村
桃
子
、
和
栗
由
紀

夫
、
雨
宮
光
一
ら
の
出
演
に
よ

り
、
月
超
日
・
四
日
（
両
日
と芦川羊子さん

、
も
３
時
・
７
時
の
２
回
公
演
）
、

京
都
大
学
西
部
講
堂
に
て
行
な

わ
れ
る
。
〈
前
売
・
八
○
○
円

当
ｎ
．
一
○
○
○
円
、
コ
ー
ベ

プ
ッ
ク
ス
に
て
発
売
中
〉

肉
体
を
極
限
ま
で
い
じ
め
ぬ

い
た
表
現
が
ひ
と
つ
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
枇
成
す
る
。
そ
れ
を
観

客
が
ど
う
感
じ
る
か
。
「
ゴ
ミ

た
め
の
中
の
美
し
さ
」
が
ひ
と

つ
の
テ
ー
ゼ
で
も
あ
る
こ
の
集

団
の
京
都
で
の
公
演
が
期
待
さ

れ
よ
う
。

問
い
合
せ
・
京
都
大
学
西
部
講
堂
極
議
会

雷
（
０
７
５
）
７
７
１
１
３
７
５
１

プ
レ
ゼ
ン
ト
ー
焔
犠
大
踏
鑑
京
都
公
演
に

神
戸
っ
子
読
者
加
名
様
ご
招
待
、
希
望
の

方
は
神
戸
っ
子
婦
犠
大
踏
鑑
係
ま
で
お
ハ

ガ
キ
で
。

美
術

狩野内膳筆南蛮昇風の絵ハガキ

魂里
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万
円
２
名
。
佳
作
〃
銅
賞
“

三
○
万
円
３
名
。
入
賞
若
干

名
と
な
っ
て
い
る
。

賞
設
定
の
目
的
も
は
っ
き

り
し
て
い
て
、
入
賞
作
品
の

活
用
も
明
示
さ
れ
て
い
る
の

で
、
か
え
っ
て
さ
わ
や
か
さ

が
あ
る
。
素
晴
ら
し
い
着
想

で
あ
る
。
賞
金
も
従
来
の
賞

を
は
る
か
に
し
の
い
で
い
て

ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
。

従
来
の
美
術
賞
展
に
な
い

気
楽
な
姿
勢
に
見
え
る
が
、

審
査
員
の
陣
容
は
盤
若
の
構

え
。
そ
こ
は
、
流
石
に
鉄
屋

さ
ん
ら
し
い
。
い
い
美
術
賞

展
に
育
て
上
げ
て
ほ
し
い
も

の
だ
。
〈
Ｙ
〉

し
て
神
戸
製
鋼
美
術
賞
展
の

入
賞
作
品
を
公
表
し
て
い
く

方
針
。
そ
し
て
、
明
日
を
担

う
新
人
に
と
っ
て
而
域
へ
の

道
五
ひ
ら
く
機
会
を
も
た
せ

よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
１
９
７
６

年
カ
レ
ン
ダ
ー
原
画
公
募
と

い
う
サ
ブ
・
タ
イ
ト
ル
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
。

応
募
資
格
は
逓
才
以
上
、

応
募
制
限
は
一
人
二
点
ま
で

原
則
と
し
て
、
未
発
表
作
品

と
い
う
か
ら
、
巾
広
く
プ
ロ

で
も
ア
マ
で
も
参
加
で
き
る

賞
金
は
神
戸
製
鋼
大
賞

〃
鉄
賞
″
が
副
賞
一
○
○
万

円
、
準
賞
に
〃
釧
賞
〃
五
○

由
０
■
■ ☆

白
い
恋
人
た
ち
の
季
節
到
来

ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
、
景
品

い
っ
ぱ
い
の
第
二
回
ス
キ
ー
映

画
の
夕
べ
が
、
月
３
日
午
後
六

時
三
○
分
か
ら
九
時
ま
で
県
民

会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま

す
。

、ド
素
人
に
よ
る
ス
キ
ー
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
ス
キ
ー
と

山
用
品
の
新
品
、
ニ
ュ
ー
モ
デ

ル
、
キ
ズ
モ
ノ
せ
り
市
な
ど
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
豊
富
。
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
も
愉
快
な
も
の
に

な
り
そ
う
で
す
。

映
画
は
「
ポ
ル
ク
ル
の
ホ
ッ

ト
ド
ッ
グ
ス
キ
ー
」
「
白
い
ピ

ス
テ
の
狼
」
「
ウ
ェ
イ
・
オ
ン
の

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
教
室
」
「
雪

と
氷
の
幻
想
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
）
」
の
四
本
立
て
。
同
時
に

穴
戸
秀
雄
プ
ロ
の
写
真
展
も
開

ユ
ニ
ー
ク
な

神
戸
製
鋼
美
術
賞
展

こ
ん
ど
神
戸
製
鋼
が
、
美

術
賞
展
を
新
設
し
た
。

こ
の
美
術
賞
を
設
定
し
た

動
機
は
、
同
社
で
は
毎
年
自

社
の
Ｐ
。
Ｒ
の
た
め
海
外
版

も
含
め
て
、
晦
万
部
の
カ
レ

ン
ダ
ー
を
発
行
し
て
お
り
、

こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
媒
体
と

花時計

》
識
識
識
癖
》
熱
澱
く
い
》
藤

執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、
「
医
師

と
患
者
は
本
来
あ
る
べ
き
は
ず

の
人
間
関
係
を
も
う
一
度
、
回

復
す
べ
き
必
要
」
と
、
「
良
い

医
療
を
、
よ
り
良
く
方
向
づ
け

て
行
く
為
に
は
、
や
は
り
国
が

最
大
の
そ
の
責
任
を
負
う
こ
と

で
あ
り
、
国
に
思
慮
と
猛
省
を

う
な
が
し
、
そ
の
姿
勢
を
正
し

て
も
ら
」
う
た
め
に
や
る
べ
き

こ
と
を
熱
っ
ぽ
く
語
り
か
け
、

ム
シ
歯
予
防
セ
ン
タ
ー
設
立
の

決
心
を
の
べ
て
い
る
。

醤

:§｝
マ

か
れ
る
そ
う
で
す
。

こ
の
季
節
に
な
る
と
自
慢
の

腕
が
ム
ズ
ム
ズ
し
て
く
る
方
、

今
年
こ
そ
は
／
，
と
張
切
っ
て

い
る
方
、
是
非
ど
う
ぞ
。
詳
し

い
こ
と
は
ガ
イ
ド
の
小
屋
〈
室

３
９
１
１
８
６
５
９
〉
ま
で
。

☆
あ
る
小
児
歯
科
医
の
訴
え

佐
本
進
さ
ん
（
佐
本
小
児
歯

科
院
長
、
神
戸
臨
床
小
児
歯
科

研
究
会
々
長
）
が
こ
の
ほ
ど
「
お

母
さ
ま
へ
の
私
惰
’
一
小
児

歯
科
医
の
立
場
か
ら
」
と
題
す

る
小
冊
子
を
出
し
た
。

こ
れ
は
最
近
の
歯
科
医
告
発

問
題
の
渦
中
で
「
私
自
身
の
小

児
の
歯
の
専
門
医
と
し
て
や
っ

て
き
た
こ
と
に
対
し
て
の
反
省

の
意
味
と
、
ま
た
今
後
の
方
向

づ
け
を
行
う
為
に
私
自
身
の
考

え
方
を
ま
と
め
よ
う
」
と
し
て

ジ

’
4２

【
○
国
両
弔
○
の
胃

佐本進さん

☆
作
家
の
島
尾
敏
雄
氏
か
ら
住
所
変
更

の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
〒
Ⅷ
ｌ

肥
指
宿
市
西
方
一
四
○
八

ま
た
、
七
月
下
旬
に
神
戸
へ
立
寄
ら

れ
神
戸
小
学
校
の
あ
る
ク
ラ
ス
の
四
十

五
周
年
の
ク
ラ
ス
会
に
出
席
さ
れ
た
そ

う
で
す
。

☆
神
戸
大
学
文
学
部
助
教
授
の
野
口
武

彦
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
へ
再

留
学
さ
れ
ま
し
た
。

★
８
月
鉛
日
に
二
年
ぶ
り
に
橘
「
８
の

会
」
が
、
小
原
流
家
元
会
館
の
夕
景
の

見
え
る
庭
園
で
開
か
れ
る
。
（
夕
５
雌

半
）今

年
は
、
本
邦
初
公
側
の
趣
好
が
こ

ら
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

☆
彫
刻
家
の
新
谷
蕊
紀
さ
ん
に
ま
た
二

世
誕
生
。
幸
」
ん
ど
も
女
の
子
で
名
前
は

公
規
（
ク
ミ
）
さ
ん
。
ま
た
、
ロ
ス
ァ

ン
ゼ
ル
ス
に
滞
在
中
の
妹
の
沢
子
さ
ん

が
帰
神
。
平
和
台
の
彫
刻
制
作
後
８
月

逓
臼
に
帰
米
。
こ
の
秋
結
婚
さ
れ
る
と

か
。★

造
形
作
家
の
植
松
至
二
さ
ん
は
、
夫

人
の
和
子
さ
ん
と
共
に
、
西
ド
イ
ツ
の

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
へ
９
月
１
日
に
旅

立
ち
ま
し
た
。
１
年
間
留
学
の
予
定
。

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
到
着
後
、
如
月
に

三
週
間
ヘ
ル
シ
ン
キ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
“

チ
ー
プ
ス
リ
ル
で
個
展
を
開
き
、
皿
月

末
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
近
代
美
術
館
で

現
代
美
術
の
国
際
服
に
作
品
を
出
品
す

る
予
定
。

★
９
月
１
日
、
ア
フ
リ
カ
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
の
福
岡
康
年
さ
ん
が
、
元
町
２
丁

目
〈
キ
ョ
シ
マ
屋
入
る
〉
に
”
デ
ィ
ラ
“

と
い
う
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
を
オ
ｉ
プ
ン
し

ま
し
た
。
た
か
は
し
も
う
さ
ん
の
侭
笑

点
。
が
、
毎
日
飾
ら
れ
、
売
ら
れ
る
そ

う
で
す
。

★
レ
モ
ン
ク
ラ
プ
〈
山
下
酸
児
社
長
〉
の

那
務
所
が
、
神
戸
市
野
合
区
御
幸
通
８

丁
目
１
の
６
神
戸
国
際
ホ
テ
ル
茄
号
詞

醜
一
二
○
○
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。

★
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
本
田
貴
容
子
（
谷
紀

代
子
）
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Ｏ
Ｙ

“
を
、
青
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の
マ
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ョ
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の
一
室
に

開
か
れ
ま
し
た
。
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さまざまな表情で語りかける静かな時を

可

雪３３１－６９８５
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亀
職

口
連
載
小
説
命

嘩

も
鮒
ｒ
》
だ 〈

型
〉

長
身
の
次
長
が
、
す
ば
や
く
一
団
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
。

部
員
の
一
部
も
駈
け
寄
る
。
た
ち
ま
ち
人
垣
が
で
き
た
。

「
君
た
ち
、
ど
こ
へ
行
く
の
や
」

「
編
集
局
長
に
会
い
た
い
の
で
す
」

Ｐ

愈

壷郎

挑
戦

新
聞
社
の
編
集
局
は
、
た
い
て
い
、
だ
だ
っ
広
い
大
広
間
で
あ

る
。経

済
部
、
社
会
部
、
運
動
部
、
文
化
部
：
…
・
と
、
担
当
部
門
別

に
分
れ
て
は
い
る
が
、
各
部
ご
と
に
仕
切
り
が
あ
る
わ
け
で
は
左

い
。
せ
い
ぜ
い
砿
が
わ
り
に
、
背
の
低
い
ロ
ッ
カ
ー
が
並
べ
て
あ

る
程
度
だ
。

毎
朝
新
聞
の
大
阪
本
社
も
、
似
た
よ
う
な
椎
造
で
あ
る
。
そ
の

広
間
が
、
昼
下
が
り
の
夕
刊
締
切
時
間
近
く
と
も
な
る
と
、
活
気

に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

と
、
突
然
、
そ
の
活
気
を
分
断
す
る
よ
う
に
、
若
い
記
者
の
一

団
が
急
ぎ
足
で
編
集
局
を
横
切
っ
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
、
黒
装
束
の

野
武
士
た
ち
が
都
大
路
を
駈
け
抜
け
る
の
に
も
似
て
、
ど
こ
か
異

様
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
た
。

そ
の
異
様
さ
に
い
ち
速
く
気
付
い
た
の
は
、
庶
務
部
の
次
長
た

ち
で
あ
る
。

葉
月
一

え
・
小
西
保
文

〈
あ
ら
す
じ
〉
神
戸
に
君
臨
す
る
大
企
業
、
兵
庫
製
鉄
（
兵
鉄
）
の
公
害
を
な
く
そ

う
と
、
毎
朝
新
聞
神
戸
支
局
の
石
津
支
局
長
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
企
画
、
取
材
を
す

す
あ
て
い
た
。
昭
和
四
十
五
年
秋
の
こ
と
だ
。

仕
事
へ
の
情
熱
を
失
い
、
パ
ー
の
女
ユ
カ
と
の
情
事
に
お
ぼ
れ
て
い
た
戸
波
峻
記

者
も
、
十
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
買
わ
れ
て
参
加
す
る
。
た
ま
た
ま
酔
客
に
か
ら
ま
れ
て
い

る
と
こ
ろ
を
助
け
て
や
っ
た
兵
鉄
秘
替
課
の
細
川
亜
紀
子
と
親
し
く
な
り
、
亜
紀
子

は
会
社
首
脳
の
新
聞
社
対
束
な
ど
を
そ
の
つ
ど
戸
波
に
知
ら
せ
て
協
力
す
る
。
亜
紀

子
の
兄
も
記
者
だ
っ
た
が
誤
報
事
件
の
ワ
ナ
に
か
け
ら
れ
て
自
殺
し
た
の
だ
っ
た
。

兵
鉄
の
花
房
総
務
部
長
ら
は
二
人
の
関
係
を
か
ぎ
つ
け
、
亜
紹
子
を
工
場
勤
務
へ

と
配
砥
が
え
す
る
。
新
朋
社
に
も
記
事
と
り
や
め
の
申
し
入
れ
を
し
た
ら
し
く
、
支

局
長
や
泉
田
次
長
ら
は
本
社
へ
喚
問
さ
れ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
掲
栽
直
前
に
中
止
と

決
ま
る
。

傷
心
の
戸
波
は
、
そ
の
夜
、
亜
紀
子
が
ひ
そ
か
に
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
を
し
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
疑
惑
空
深
め
る
。
真
相
の
つ
か
め
鍾
茨
ま
酒
に
溺
れ
た
戸
波
の
婦
宅

を
待
っ
て
い
た
の
は
亜
紀
子
だ
っ
た
。
彼
女
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
止
の
理
由
を
問
い

つ
め
、
「
新
聞
記
者
は
キ
ラ
イ
」
と
叫
ぷ
。
戸
波
は
激
情
の
中
で
亜
紀
子
を
な
か
ば

暴
力
的
に
侵
し
、
絶
望
の
あ
ま
り
退
社
願
を
提
出
。
そ
の
夜
、
た
左
た
ま
出
会
っ
た

花
房
総
務
部
長
に
ひ
や
か
さ
れ
、
殴
ろ
う
と
し
て
逆
に
路
上
に
叩
き
つ
け
ら
れ
て
し

ま
う
。
一
方
、
同
僚
の
八
木
沢
ら
若
手
記
者
た
ち
は
、
本
社
へ
直
訴
し
て
で
も
記
鞭

の
掲
戦
を
実
現
し
よ
う
と
計
画
す
る
。

け、

１
１

４４
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君
た
ち
か
」

う
と
、
あ
ち
ら
へ
行
け
、
と
目
で
示
し
た
。

は
何
だ
か
ら
、
お
れ
の
席
で
話
を
聞
こ
う
や
な
い
か
」

ル
ー
プ
に
直
訴
さ
れ
た
ら
、
お
れ
の
立
場
が
な
い
。
早

新
聞
社
と
い
え
ど
も
自
由
人
の
集
団
で
は
ま
い
。
そ
こ
に
は
規

則
も
あ
れ
ば
〃
抗
″
も
あ
る
。
そ
れ
を
守
ら
せ
る
た
め
の
官
僚
的

機
椛
と
、
そ
の
番
人
も
存
在
す
る
。

忠
実
な
番
人
は
、
六
人
を
ひ
と
わ
た
り
に
ら
み
回
し
た
。
記
憶

の
フ
イ
ル
ム
に
撮
っ
て
お
く
ぞ
、
と
い
う
眼
差
で
あ
る
。

「
何
や
。
何
の
用
が
あ
っ
て
来
た
ん
や
」

庶
務
部
員
た
ち
の
一
眉
越
し
に
声
が
し
た
。

管
内
の
支
局
を
統
轄
す
る
地
方
部
の
池
谷
部
長
だ
っ
た
。
お
そ

ら
く
、
誰
か
が
ご
注
進
に
お
よ
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
急
ぎ
足
で
駈
け

つ
け
て
き
た
ら
し
い
息
づ
か
い
だ
。

地
方
部
長
は
、
巨
木
の
間
を
す
り
抜
け
る
熊
の
よ
う
に
、
う
っ

そ
り
と
一
番
前
へ
姿
を
み
せ
た
。

勢
を
立
て

「
な
ん
の

「
い
や
、

先
頭
の
眼
鏡
の
男
ｌ
八
木
沢
記
荷
が
鯛
切
れ
よ
く
答
え
た
．

木
曽
、
松
岡
、
海
野
、
永
田
、
奥
西
…
…
神
戸
支
局
の
六
人
の

あ
お

侍
た
ち
は
、
い
ち
よ
う
に
肩
を
い
か
ら
せ
、
緊
張
に
蒼
ざ
め
て
い

「
君
ら
、
一
体
、
何
部
の
も
の
か
ね
」

「
神
戸
支
局
で
す
」

「
た
に
ィ
、
支
局
か
。
そ
れ
な
ら
、
第
一
、
職
場
放
棄
や
な
い
か
。
ど

う
せ
管
外
出
張
の
届
け
は
出
し
て
な
い
ん
や
ろ
」

た
。（

直
訴
し

決
意
と

い
い
」は

げ
上

い
眼
に
な
っ
た
。

「
何
だ
、

そ
う
い

「
こ
こ
で

造
反
グ

「
そ
れ
な
ら
、

庶
務
部

用
や
。
来
る
よ
う
に
い
わ
れ
た
の
か
画

ち
ょ
っ
と
、
お
願
い
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
：
。
」

直
す
と
緊
迫
し
た
表
情
に
も
ど
っ
た
。

悲
壮
感
が
、
渦
巻
い
た
。

が
っ
た
ひ
た
い
を
光
ら
せ
る
と
、
次
長
は
と
げ
と
げ
し

て
、
何
と
か
公
害
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
記
事
に
す
る
の
だ
）

の
次
長
は
、
局
長
と
聞
い
て
一
瞬
た
じ
ろ
ぎ
、
す
ぐ
態

ち
ゃ
ん
と
筋
を
通
し
て
、
職
制
を
通
じ
て
い
え
ば

五

く
こ
の
場
か
ら
引
き
離
し
て
、
う
や
む
や
に
取
り
つ
く
ろ
っ
て
し

ま
お
う
ｌ
体
格
に
似
ず
細
心
で
、
こ
と
厳
か
れ
主
義
者
ら
し
い

表
情
が
、
そ
う
語
っ
て
い
る
。

「
い
や
、
僕
た
ち
、
局
長
に
直
接
、
お
願
い
し
た
い
こ
と
が
あ
る

ん
で
す
」

「
わ
か
っ
た
。
わ
か
つ
と
る
よ
。
だ
け
ど
、
な
、
君
、
物
事
に
は

順
序
っ
て
も
の
が
あ
る
や
な
い
か
」

「
し
か
し
、
そ
の
順
序
は
先
日
、
う
ち
の
支
局
長
が
踏
ん
だ
は
ず

で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
形
を
変
え
て
、
聞
い
て
も
ら
い
た
い
の
で

す
」木

幣
が
、
一
歩
も
譲
ら
ん
ぞ
、
と
い
っ
た
柵
え
で
声
を
あ
げ
た
。

「
あ
あ
、
例
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
件
や
な
」

地
方
部
長
は
、
は
じ
め
て
気
づ
い
た
よ
う
な
口
ぶ
り
で
、
表
情

を
硬
く
し
た
。

「
あ
れ
な
ら
、
も
う
済
ん
だ
。
聞
く
こ
と
も
、
い
う
こ
と
も
左
い

よ
。
さ
、
帰
っ
た
、
帰
っ
た
」

ま
る
で
野
犬
を
追
っ
払
う
よ
う
な
素
振
り
で
、
木
曽
た
ち
を
遮

り
、
押
し
返
そ
う
と
す
る
。

「
な
に
す
る
ん
で
す
」

「
部
長
、
あ
ん
た
は
、
頭
ご
な
し
に
弾
圧
す
る
ん
で
す
か
」

ま
る
で
、
激
し
く
対
立
し
て
い
る
労
使
の
団
交
に
も
似
た
こ
と

ば
が
飛
び
交
っ
た
。

そ
の
と
き
、
六
人
の
背
後
か
ら
「
や
め
ん
か
」
と
鋭
い
声
が
飛

ん
だ
。石

津
支
局
長
で
あ
っ
た
。

背
広
の
上
衣
を
ワ
シ
づ
か
み
に
し
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
ま
く
り
あ

げ
て
突
っ
立
っ
て
い
る
。
髪
は
ク
シ
を
通
し
た
跡
も
な
い
。

あ
の
緊
急
部
会
以
来
、
ま
だ
二
日
し
か
経
っ
て
い
な
い
。
だ
が

ま
る
で
別
人
の
よ
う
な
深
い
疲
労
の
い
ろ
と
、
と
が
っ
た
け
わ
し

さ
が
頬
に
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
の
が
誰
に
も
明
確
に
読
み
と
れ

た
。六

人
の
胸
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
複
雑
な
か
げ
り
が
宿
る
。

直
訴
計
画
は
、
支
局
長
抜
き
で
固
め
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
責

任
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
当
然
、
そ
れ
は
第
一
に
支
局
長
が
負

５
１
４
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



方 わ
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

い
た
ず
ら

あ
る
記
者
は
、
ま
る
で
悪
戯
を
み
つ
け
ら
れ
た
子
ど
も
の
よ
う

に
首
を
す
く
め
た
。

あ
る
記
者
は
〃
支
局
長
に
は
関
係
な
い
よ
″
と
い
う
表
情
を
崩

さ
な
い
。

が
、
だ
れ
も
が
感
じ
た
の
は
、
直
訴
が
挫
折
し
た
、
と
い
う
想

い
で
あ
る
．
少
意
く
と
蝋
、
き
ょ
う
の
計
画
は
１
．

そ
ん
な
胸
中
を
無
視
し
た
よ
う
に
進
み
出
る
と
、
支
局
長
は
地

方
部
長
に
硬
い
会
釈
を
し
た
。

「
ど
う
も
。
ま
た
、
あ
と
で
」

そ
れ
だ
け
い
う
と
、
六
人
に
向
か
っ
て
両
手
を
広
げ
た
。
ま
る

で
部
下
た
ち
を
一
束
に
し
て
、
風
呂
敷
に
包
ん
で
し
ま
う
よ
う
な

ポ
ー
ズ
で
あ
っ
た
。

「
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
ら
、
こ
ん
な
こ
と
か
。
仕
様
の
な
い
奴

ら
や
ま
」

目
だ
け
か
す
か
に
笑
う
と
、
「
つ
い
て
こ
い
」
と
先
頭
に
立
っ

た
。行

先
は
筋
向
か
い
の
ホ
テ
ル
だ
っ
た
。
そ
の
ロ
ビ
ー
に
陣
取
る

と
、
支
局
長
は
大
声
で
頭
数
だ
け
の
コ
ー
ヒ
ー
を
ボ
ー
イ
に
注
文

し
た
。

「
こ
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
は
高
い
ん
じ
ゃ
。
割
り
勘
や
ぞ
」

誰
も
笑
わ
な
い
。
そ
の
凍
え
た
よ
う
な
顔
を
一
通
り
見
回
す

と
、
支
局
長
は
タ
バ
コ
に
火
を
つ
け
た
。

「
今
朝
、
君
ら
の
こ
と
を
一
部
の
支
局
員
か
ら
聞
い
た
。
気
持
ち

は
、
わ
か
る
。
有
難
い
、
と
も
思
う
。
し
か
し
、
い
つ
か
デ
ス
ク

が
い
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
で
は
ケ
ガ
人
が
出
る
だ
け
や
」

「
有
難
い
、
な
ん
て
言
わ
ん
で
下
さ
い
」

突
っ
か
か
る
よ
う
に
八
木
沢
が
口
を
は
さ
ん
だ
。

「
支
局
長
の
た
め
に
、
や
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
。
僕
ら
は
、
僕
ら
の

書
い
た
原
稿
が
か
わ
い
い
か
ら
、
ひ
い
て
は
、
神
戸
の
町
で
公
害

を
受
け
て
る
住
民
の
た
め
に
ど
う
し
て
も
掲
戦
す
べ
き
だ
と
思
う

か
ら
こ
そ
、
あ
え
て
非
常
手
段
に
訴
え
た
ん
で
す
」

コ
ー
ヒ
ー
が
巡
ば
れ
て
き
た
。

会
話
が
途
切
れ
た
。

P

そ
の
間
に
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
直
し
た
と
い
う
感
じ
で
、
支
局
長

が
口
を
ひ
ら
い
た
。

「
八
木
沢
君
、
い
や
、
み
ん
な
聞
い
て
く
れ
。
組
織
と
い
う
も
の

は
、
び
っ
し
り
と
縦
の
糸
で
し
ば
ら
れ
て
い
る
。
は
み
出
せ
ば
、

そ
の
部
分
だ
け
斬
り
捨
て
る
冷
酷
さ
も
あ
る
。
な
ま
じ
っ
か
〃
反

体
制
“
な
ん
て
レ
ッ
テ
ル
貼
ら
れ
た
人
間
が
、
組
織
内
で
ど
ん
な

に
ひ
ど
い
扱
い
を
受
け
て
き
た
か
、
お
れ
は
そ
う
い
う
人
た
ち
を

ゴ
マ
ン
と
知
っ
て
い
る
…
…
」

「
だ
か
ら
、
上
の
い
う
通
り
に
し
ろ
、
と
い
い
た
い
の
で
す
ね
」

木
曽
が
軽
蔑
の
い
ろ
を
露
骨
に
あ
ら
わ
し
て
口
を
は
さ
む
。
そ

れ
に
取
り
あ
わ
ず
に
、
支
局
長
は
つ
づ
け
た
。

「
斬
り
捨
て
ら
れ
て
も
い
い
、
ど
ん
な
ひ
ど
い
扱
い
も
承
知
の
上

セ
ン
チ
ノ
ン
タ
リ
ズ
ム

と
い
う
の
は
、
感
傷
に
過
ぎ
ん
。
勇
気
が
あ
る
よ
う
で
、
そ
れ
は

単
な
る
蛮
勇
で
し
か
な
い
と
、
お
れ
は
思
う
ん
や
。
ど
う
や
、
違

う
や
ろ
か
」

ゆ
っ
く
り
と
支
局
長
は
部
下
た
ち
に
視
線
を
回
し
た
。
火
を
つ

け
た
ま
ま
一
服
も
し
な
い
タ
バ
コ
が
、
ほ
と
ん
ど
灰
に
な
っ
て
い

る
。「

ど
ん
な
カ
ッ
コ
悪
う
て
も
い
い
。
こ
の
組
織
の
カ
サ
の
下
で
、

み
ん
な
で
生
き
て
い
こ
や
な
い
か
。
生
き
て
さ
え
い
た
ら
、
な
ん

ぼ
締
め
つ
け
が
き
つ
う
て
も
、
そ
れ
な
り
に
自
分
の
い
い
た
い
こ

と
を
書
く
場
は
あ
る
よ
。
そ
れ
を
何
と
か
み
つ
け
出
し
て
、
ワ
ク

い
っ
ぱ
い
書
く
の
が
新
聞
記
者
の
義
務
で
あ
り
、
生
活
の
智
恵
い

う
も
ん
や
で
」

「
そ
う
や
っ
て
妥
協
し
て
い
く
う
ち
に
、
段
々
自
分
を
見
失
っ

て
、
い
つ
の
ま
に
や
ら
ダ
ダ
の
記
者
に
風
化
す
る
、
い
や
、
人
を

蹴
落
と
し
て
で
も
偉
う
な
り
た
い
、
と
い
う
腐
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
タ
イ
プ
に
な
り
下
が
る
。
そ
ん
な
先
誰
も
、
僕
ら
、
ゴ
マ
ン
と

知
っ
て
ま
す
が
ね
」

「
お
れ
も
知
っ
と
る
。
お
れ
の
同
僚
に
も
い
っ
ぱ
い
お
る
。
だ
け

ど
、
い
や
、
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
で
、
君
ら
に
注
文
し
と
る
ん

や
。
そ
う
い
う
人
間
に
な
ら
ん
よ
う
に
、
肩
を
組
ん
で
い
こ
う
や

な
い
か
、
と
」

「
つ
ま
り
、
今
度
の
公
害
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
あ
し
た
に
備
え

’
4６
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か
ん
。
そ
ん
な
も
ん
、
単
な
る
エ
エ
カ
ッ
コ
シ

て
、
あ
き
ら
め
ろ
、
と
い
う
こ
と
で
す
か
」

松
岡
が
、
い
か
に
も
行
動
派
ら
し
く
、
短
兵
急
に
結
論
を
求
め

た
。支

局
長
は
、
松
岡
の
角
刈
り
頭
を
じ
っ
と
み
つ
め
た
。
じ
り
じ

ろ
だ

一
で
寝

前
夜
、
有
野
社
長
に

が
、
い
ま
も
痛
む
。
し

も
な
っ
て
い
た
。
胸
の

を
、
そ
れ
が
粉
々
に
打

しし切らもイ
て、こら、、 「

お
れ
は
、
あ
き
ら
め
て
い
な
い
」

「
。
：
。
：
」

「
実
は
、
ゆ
う
べ
、
も
う
い
ち
ど
守
野
局
次
長

と
膝
づ
め
で
話
を
し
た
。
今
夜
も
挑
戦
し
て
み

る
つ
も
り
や
」

「
支
局
長
」

「
い
い
か
。
君
ら
は
斬
込
み
隊
に
な
っ
ち
ゃ
い

り
と
夏
の
太
陽

をうれ
重賭か、

っ
た
。

者を
戸で伝大 そ

し
て
、
低
く
、
ぼ
そ
っ
と
い
っ
た
。

ひ
と

と
他
人
に
い
わ
れ
る
だ
け
や
。
ど
う
し
て

そ
ん
な
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
に
な
り
た
い
の
左

も
う
二
、
三
Ⅱ
、
そ
う
、
お
れ
が
ぶ
つ
た

れ
て
か
ら
に
せ
い
」

の
男
ら
し
い
古
風
な
表
現
で
あ
る
。
し
か

そ
れ
な
り
に
小
さ
を
感
動
が
走
っ
た
。
そ

、
大
き
な
不
安
が
追
い
か
け
て
き
た
。

将
、
功
成
っ
て
…
…
で
は
な
い
。
一
将
枯

万
骨
も
ま
た
枯
れ
果
て
る
の
で
は
な
か
ろ

Ｏけ
と
祈
り
ｌ
そ
の
二
つ
が
八
木
沢
た
ち

苦
し
く
笹
っ
て
い
っ
た
。

阪
本
社
と
、
こ
の
ホ
テ
ル
で
の
い
き
さ
つ

え
、
戸
波
に
伝
え
て
く
れ
た
の
は
松
岡
記

あ
っ
た
。

波
は
顔
を
包
帯
に
お
お
わ
れ
て
ア
パ
ー
ト

て
い
た
。

力
ま
か
せ
に
舗
道
へ
叩
き
つ
け
ら
れ
た
傷

か
し
、
そ
の
術
み
は
、
ど
こ
か
快
感
を
と

底
の
ど
こ
か
に
残
っ
て
い
た
未
練
や
色
気

ち
砕
い
て
く
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

７
１
４
１

が
枯
草
を
灼
く
よ
う
左
肺
の
い
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そ
こ
に
ユ
カ
な
ら
で
は
の
優
し
さ
を
見
た
。

「
晩
ご
飯
の
仕
度
と
、
そ
う
、
お
花
で
も
買
っ
て
く
る
わ
」

そ
う
い
っ
て
出
か
け
た
ユ
カ
と
入
れ
か
わ
り
に
、
や
っ
て
き
た

の
が
松
岡
だ
っ
た
。

「
支
局
長
も
再
挑
戦
す
る
と
い
っ
て
る
ん
で
す
。
や
め
る
な
ん
て

い
わ
ず
に
、
も
う
一
度
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
よ
」

せ
ず
に
、
ポ
ケ
ッ
ト
へ
押
し
こ
ん
で
し
ま
っ
て
ま
し
た
よ
」

「
そ
う
か
。
そ
れ
で
い
い
ん
だ
」

も
う
い
ち
ど
取
材
ス
タ
ッ
フ
を
編
成
し
な
お
す
、
時
間
を
か
け

て
公
害
の
実
態
を
洗
い
出
す
…
…
熱
っ
ぽ
く
、
松
岡
は
打
合
わ
せ

の
模
様
を
語
り
つ
づ
け
て
い
る
。

適
当
に
合
槌
を
打
ち
な
が
ら
戸
波
は
、
そ
れ
を
遠
い
国
の
で
き

ご
と
の
よ
う
に
聞
い
た
。

新
聞
の
役
割
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
力
に
つ
い
て
全
く
認
め

な
い
わ
け
で
は
な
い
。

耳
に
入
っ
た
が
、
心
に
は
届
い
て
い
な
い
、
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。

こ
の
若
い
、
正
義
感
あ
ふ
れ
る
記
者
は
、
ま
と
も
に
支
局
長
の

心
中
を
汲
み
と
っ
て
い
た
。

が
、
戸
波
は
枕
元
に
い
る
松
岡
の
声
を
遠
く
に
聞
い
た
。

治
癖
が
終
わ
る
と
ア
パ
ー
ト
ま
で
付
添
っ
て
く
れ
た
。

一
睡
も
し
な
い
看
病
、
朝
の
食
事
、
部
屋
の
掃
除
…
：
．
。
そ
の

か
い
が
い
し
さ
は
、
新
婚
ま
も
な
い
恋
女
房
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
。

「
ご
め
ん
な
さ
い
ね
。
私
が
海
へ
行
こ
う
な
ん
て
誘
っ
て
、
あ
ん

た
と
こ
を
通
っ
た
か
ら
な
の
ね
」

そ
の
言
葉
を
繰
り
返
し
た
。

相
手
が
、
兵
庫
製
鉄
の
関
係
者
と
感
じ
取
っ
て
い
る
ら
し
い
の

に
、
一
言
も
口
に
し
な
い
。

「
え
え
、
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で
。
で
も
、
支
局
長
は
ロ
ク
に
見
も

｜
お
れ
の
辞
表
、
支
局
長
は
受
理
し
て
く
れ
た
だ
ろ
う
か
」

そ
れ
が
、
松
岡
に
発
し
た
初
め
て
の
質
問
だ
っ
た
。

「
八
木
沢
は
、
た
し
か
に
渡
し
て
く
れ
た
ん
だ
な
」

視
線
が
合
う
と
、
た
だ
、
例
の
暖
か
い
微
笑
を
送
っ
て
く
る
。

ユ
カ
だ
け
が
、
い
ま
の
戸
波
の
支
え
だ
っ
た
。

三
宮
の
路
上
か
ら
、
雨
の
中
を
タ
ク
シ
ー
で
救
急
病
院
へ
連
び

だ
が
、
支
局
長
の
い
う
よ
う
に
、
体
制
の
ワ
ク
内
で
、
果
た
し

て
な
に
ほ
ど
の
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
「
で
き
る
は
ず
だ
」
と
い

う
の
は
、
そ
れ
こ
そ
エ
エ
カ
ッ
コ
シ
イ
で
は
な
い
の
か
。

「
戸
波
さ
ん
論
聞
い
て
る
ん
で
す
か
」

戸
波
が
上
の
空
意
の
に
よ
う
や
く
気
づ
い
た
の
だ
ろ
う
、
松
岡

が
身
を
乗
り
出
し
て
念
を
押
し
た
。

「
あ
し
た
、
も
う
一
度
、
打
合
わ
せ
会
を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
顔
を

出
し
て
下
さ
い
よ
」

「
さ
あ
、
ち
ょ
っ
と
無
理
だ
ろ
う
。
ま
ァ
、
み
ん
な
に
宜
し
く
い

っ
て
お
い
て
く
れ
よ
」

首
を
振
る
と
、
激
し
い
痛
み
が
襲
う
。
思
わ
ず
顔
を
し
か
め
た
。

「
あ
、
そ
の
け
が
、
本
当
に
ど
う
し
た
ん
で
す
か
」

は
じ
め
て
気
が
つ
い
た
よ
う
に
松
岡
が
の
ぞ
き
こ
む
。

「
う
、
う
む
。
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
左
、
こ
の
近
く
の
瀞
へ
落
ち
た
ん

や
、
わ
れ
な
が
ら
醜
態
や
」

苦
笑
し
て
み
せ
る
。

い
ま
さ
ら
、
く
わ
し
く
説
明
し
た
く
も
な
い
。
第
一
、
兵
庫
製

鉄
が
ら
み
だ
と
い
っ
た
ら
、
松
岡
た
ち
が
〃
た
だ
で
は
お
か
ぬ
〃

の
で
は
な
い
か
。
も
う
、
そ
ん
な
生
臭
い
話
は
願
い
ド
げ
に
し
た

い
・
・
・
…
。

突
然
、
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
音
が
聞
こ
え
た
。

ユ
カ
が
戻
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
と
直
感
す
る
。

し
か
し
、
予
想
は
外
れ
た
。
「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
」
女
の
声
が

し
て
、
ド
ア
が
開
く
。

ま
ず
、
花
束
が
み
え
た
。
一
人
で
は
か
か
え
き
れ
な
い
ほ
ど
盛

り
こ
ま
れ
た
豪
華
な
花
束
で
あ
る
。
玄
関
か
ら
部
屋
の
中
へ
、
甘

酸
つ
ば
い
そ
の
香
り
が
、
ま
た
た
く
間
に
広
が
る
。

花
を
か
か
え
て
い
る
の
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
細
川
亜
紀
子
で
あ

っ
た
。
黒
地
の
ツ
ー
ピ
ー
ス
が
、
肌
の
白
さ
を
ひ
と
き
わ
引
き
立

て
て
い
る
。

亜
紀
子
は
立
っ
た
ま
ま
表
情
も
変
え
ず
に
静
か
に
頭
を
下
げ

た
。
そ
し
て
、
い
っ
た
。

「
お
け
が
の
、
お
見
舞
に
参
り
ま
し
た
」
（
つ
づ
く
）

4８
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Ｊ
抵
蝿

生
“認錘

☆
国
○
ロ
ロ
醇
閑
忌
○
病
○
国
跨
旨
Ｐ

ぐ
○
耐
画

出
来
上
り
ま
し
た
の
で
御
送
付
い
た

し
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
仲
々
好
評

を
い
た
だ
い
て
お
り
ス
ポ
ン
サ
ー
も
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
読
者
の
声
も
色
々
集
ま
り
つ

つ
、
今
後
と
も
貴
誌
を
一
つ
の
目
標
と

し
て
我
国
の
代
表
的
な
ダ
ウ
ン
誌
と
な

る
様
が
ん
ば
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
付
合
い
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

私
が
貴
誌
に
と
て
も
な
つ
か
し
さ
を

感
じ
ま
す
の
は
、
実
は
、
神
戸
（
甲
南

大
学
）
の
生
れ
で
あ
り
、
今
で
も
祖

t a l k a n d t a l k
l(蕊蕊嘩蕊;蕊

議蕊駒

鍵農鶏蕊蕊識

鋳認麓
･鰯

< ☆神戸つ子愛読者サロン〉

を
生
き
て
来
た
私
達
に
私
達
の
周
囲
凡

て
が
最
早
あ
の
戦
争
を
忘
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
し
て
Ⅱ
進
川
歩
何
も
彼
も

凡
て
が
変
り
果
て
た
神
戸
ミ
ナ
ト
コ
ウ

ベ
と
共
に
歩
み
続
け
る
私
達
の
神
戸
っ

ｒ
そ
ん
な
貴
誌
に
私
達
は
何
時
迄
も
、

何
時
迄
も
声
援
を
送
る
と
同
時
に
思
い

出
の
神
戸
市
電
新
開
地
棚
を
御
願
い
し

度
い
。

葺
合
区
国
香
通
三
ｌ
一
一

坂
木
ア
パ
ー
ト
内

三
木
克
彦
〉

☆
熱
心
な
愛
洗
と
ご
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
市
電
物
語
、
新
開
地
の
お

話
ご
一
読
下
さ
い
。
人
輔
架
部
Ｖ

述
日
の
暑
さ
を
い
か
が
お
過
し
で
し

ょ
う
か
。
今
年
の
夏
も
小
豆
島
へ
や
っ

て
き
ま
し
た
。
す
で
に
一
ケ
月
半
た
ち

ま
し
た
。
三
ノ
宮
の
ネ
オ
ン
が
ち
ょ
っ

ぴ
り
恋
し
い
気
も
し
ま
す
。

八
ト
ン
も
あ
っ
た
荒
石
が
五
ト
ン
程

に
ち
ぢ
ま
り
〃
二
つ
折
り
の
座
″
も
形

を
は
っ
き
り
と
み
せ
て
き
ま
し
た
。
秋

に
宇
部
市
で
開
か
れ
る
「
現
代
日
本
彫

刻
展
」
へ
の
出
品
作
品
で
す
。

朝
夕
は
秋
の
気
配
を
感
じ
さ
せ
る
風

が
吹
き
始
め
ま
し
た
。
島
を
去
る
Ｈ
が

近
い
よ
う
で
す
。
〈
増
田
正
和
〉

☆
倉
○
匡
罵
８
①
惑
元
町
通
は
な
つ
か

し
い
で
す
。
し
か
し
、
昔
の
こ
と
は
知

り
ま
せ
ん
の
で
、
新
鮮
な
気
持
で
読
み

ま
し
た
。

〃
海
船
港
″
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
号
を
訪

ね
て
死
ぬ
ま
で
に
は
一
度
船
旅
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
〈
丸
本
明
子
〉

’
4９

父
、
柵
母
は
岡
本
に
健
在
で
年
に
二
’

三
回
は
遊
び
に
い
っ
て
お
り
ま
す
。

多
分
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
は
御
存
知
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
私
の
祖
父
（
広
瀬
健
治
）
は
数
年

前
ま
で
神
戸
の
内
海
水
先
案
内
人
の
理

事
を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
な
に
し
ろ

生
れ
て
こ
の
か
た
、
海
に
生
き
て
き
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
も
、
神
戸
で
生
れ
、
そ
し
て
同
じ

港
町
、
横
浜
に
住
み
、
何
か
海
と
の
宿

命
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
ヨ
チ
ョ
チ
歩
き
で
は
あ

り
ま
す
が
、
色
々
御
教
示
も
い
た
だ
き

た
く
思
い
ま
す
。

㈱
神
奈
川
タ
イ
ム
ス
内

ホ
リ
デ
ィ
ョ
コ
ハ
マ
編
集
長

〈
広
瀬
治
彦
〉

☆
ホ
リ
デ
ィ
・
ヨ
コ
ハ
マ
の
創
刊
お
め
で
と
う
。
同

じ
港
町
と
し
て
ヨ
コ
ハ
マ
の
タ
ウ
ン
誌
の
誕
生
は
何

よ
り
晒
し
い
こ
と
で
す
。
海
を
愛
す
る
広
瀬
詞
築
長

の
ご
健
闘
を
祈
り
ま
す
。
〈
編
集
部
〉

☆
日
と
共
に
果
て
し
な
く
展
開
し
て
行

く
東
洋
の
ナ
ポ
リ
ミ
ナ
ト
コ
ウ
ベ
は
真

盛
り
、
不
幸
に
し
て
新
空
港
は
出
来
な

か
っ
た
け
ど
花
と
緑
の
こ
の
街
の
大
地

に
第
一
歩
を
刻
み
入
れ
る
こ
の
一
刻
こ

の
感
激
を
神
戸
と
旅
を
愛
す
る
貴
方
は

さ
て
今
Ｈ
は
北
か
ら
南
か
ら
何
処
か
ら

世
界
の
エ
ト
ラ
ン
ゼ
ゴ
ー
ル
ド
ウ
オ
ー

タ
ー
湧
き
お
こ
る
布
引
前
の
新
神
戸
駅

そ
れ
と
も
今
宵
は
百
万
弗
の
海
岸
線
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
タ
ー
ミ
ナ
ル
・

来
る
ｎ
も
来
る
Ｈ
も
終
日
押
し
潰
ぶ

さ
れ
そ
う
な
苦
し
み
と
悲
し
み
の
中

藍

創刊されたホリデイヨコハマ
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★
前
号
か
ら
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸

を
考
え
る
」
と
い
う
こ
と
で
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
い
る
。
む
づ
か
し
い
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
哲
学
を
避
け
て
実
際
的
、
現
実

的
な
視
角
で
、
で
き
る
だ
け
沢
山
な
神
戸

の
知
識
厨
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
い
ろ

い
ろ
な
角
庇
か
ら
ま
と
め
て
あ
げ
ら
れ
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。
八
小
泉
版
夫
Ｖ

☆
神
戸
の
女
は
日
本
一
と
い
う
随
想
を
、

華
房
良
柿
先
生
に
寄
穂
頂
い
て
い
ま
す
。

ナ
ン
ト
カ
女
史
が
少
く
て
。
可
愛
い
い
奥

さ
震
が
多
く
、
ミ
セ
ス
が
美
し
い
の
も
神

戸
が
随
一
で
し
ょ
う
。
幸
せ
な
の
は
神
戸

の
男
ハ
ン
な
の
で
す
。
ホ
ン
マ
に
エ
エ
ト

コ
。
結
蛎
特
集
終
了
。
Ａ
小
泉
美
喜
子
Ｖ

☆
〃
オ
ー
ル
関
西
“
休
刊
に
伴
い
、
神
戸

っ
子
に
戻
っ
て
の
再
出
発
で
す
。
ど
う

神
戸
っ
子
ご
あ
ん
な
い

安
部
正
犬

朝
比
奈
雄

青
木
亜
雄

砂
野
仁

乾
豊
彦

石
野
信
一

石
野
成
明

榎
並
正
一

牛
尾
吉
朗

岡
崎
忠

小
曽
根
真
造

小
野
一
夫

金
井
元
彦

嘉
納
正
治

孫
納
毅
六

柏
井
他
一

鴨
居
玲

貝
原
六
一

楠
本
憲
吉

小
磯
良
平

小
林
芳
夫

小
泉
徳
一

神
戸
市
生
田
区
中
山
手
通
１

月
刊
「
神
戸
っ
子
」
は
思
い
が
け
な
い
と
覇
別
１
８
７
２

こ
ろ
で
お
求
め
に
な
聾
塞
す
。
に
し
む
ら
訓
排
セ
ン
タ
ー
街
店

★
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
圏
狐
３
５
３
５
神
戸
市
生
田
区
三
富
町
一
一
蓉
娠
０
６
６
９

★
神
戸
市
内
の
ホ
テ
ル

バ
ロ
ン
ト
ア
ロ
ー
ド
店
画
捌
１
２
１
０

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

★
神
戸
の
レ
ス
ト
ラ
ン

神
戸
市
生
田
区
京
町
画
剛
８
１
１
１
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
（
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
）

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
神
戸
市
排
合
区
破
辺
通
４
画
加
７
２
７
７

神
戸
市
葺
合
区
浜
辺
通
覇
剛
４
１
７
１
れ
ん
が
亭
（
ト
ア
・
ロ
ー
ド
）

神
戸
タ
ワ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
画
捌
７
１
６
８

神
戸
市
波
止
場
町
１
番
地
中
突
神
戸
市
生
田
区
下
山
手
通
２
丁
目
拠

雷
狐
２
１
５
１
ス
ー
プ
と
パ
ン
の
店
キ
ャ
ン
テ
イ
北
店

ホ
テ
ル
神
戸
神
戸
市
生
田
区
下
山
手
通
３
丁
目

神
戸
市
葺
合
区
熊
内
町
回
馴
５
４
３
１
鱈
測
３
６
６
１

ホ
テ
ル
三
宮
セ
ン
ト
ラ
ル
蛸
の
壷

神
戸
市
葺
合
区
布
引
町
奮
加
５
０
３
１
大
丸
山
側
日
東
館
北
側
容
捌
１
０
３
３

神
戸
四
州
園
☆
ス
タ
ン
ド
・
ス
ナ
ッ
ク
・
Ｏ
Ｌ
Ⅱ
Ｂ

神
戸
市
生
田
区
相
生
町
霧
測
２
９
４
４
ク
ラ
ブ
小
万
生
田
束
門
筋
中
島
ピ
ル

六
甲
山
ホ
テ
ル
パ
ス
・
チ
ャ
ー
リ
ン
ト
ン
ト
ア
ロ
ー
ド

神
戸
市
涯
区
六
甲
山
町
圏
測
０
３
０
１
ヌ
ベ
ー
ル
ト
ア
ロ
ー
ド
西
入
る

六
甲
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
神
戸
時
代
北
野
町
ド
ン
フ
ァ
ン
阪
急
六
甲

☆
発
行
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
い
た
だ
い
た
方
が
た

安
部
正
犬
小
休
秀
堆
竹
需
隼
之
功

神
戸
っ
子
と

出
会
う
時

ハ
少少

１
５０

津高陳田玉田田滝滝竹角砂塩新白佐雀坂古後上小

高橋辺井中宮川川中南田路谷川藤部井林藤林林
和舜聖健虎勝清猛重義秀昌時喜末英秀

之
一孟臣子操郎彦二－郁夫民孝雄渥廉介忠楽二一雄

灘
区
六
甲
山
西
谷
上
霧
剛
０
３
３
３

凌
雲
荘

測
区
六
叩
山
西
秀
上
弼
捌
０
２
２
３

★
大
阪
の
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
ー
Ｆ
ロ
ビ
ー
〈
キ
オ
ス
ク
〉

大
阪
市
大
淀
区
大
淀
町
南
２
丁
目
２

覇
棚
１
１
１
１

★
神
戸
の
喫
茶
店

に
し
む
ら
馴
排
中
山
手
店

竹
馬
準
之
助

外
島
健
吉

直
木
太
一
郎

西
村
功

西
脇
親

中
巻
弘

中
西
勝

難
波
還

南
部
圭
三

野
浮
幸
三
郎

畑
専
一
郎

深
水
惣
吉

福
冨
芳
美

松
井
高
男

宮
崎
辰
雄

宮
地
聖
二

光
田
顕
司

村
上
正
二
郎

百
崎
辰
雄

元
永
定
正

行
吉
哉
女

神
戸
青
年
会
議
所

★
月
刊
神
戸
っ
子
を
毎
月
お
読
み
に
な
り

た
い
皆
さ
ま
、
ま
た
神
戸
を
離
れ
て
い
る

お
友
達
に
、
神
戸
の
香
り
を
お
と
ど
け
に

な
り
た
い
方
は
、
編
築
室
あ
て
に
お
申
込

み
下
さ
い
。
さ
っ
そ
く
お
送
り
し
ま
す
。

６
カ
月
分
一
三
○
○
円

１
年
分
二
五
○
○
円
（
送
料
共
）

☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
お
買
求
め
の
時
に
は

左
の
本
屋
さ
ん
へ
ど
う
ぞ
。

甲
南
堂
国
鉄
本
山
駅
北
口

小
原
光
文
堂
国
鉄
住
吉
駅
北
口

本
山
宝
盛
館
東
灘
区
本
山

北
村
書
店
東
灘
区
御
影
中
町

南
天
荘
書
店
阪
急
六
甲
訳
２
階

文
洋
堂
新
聞
会
館
１
階

ラ
ン
害
房
葺
合
区
布
引
町
４

神
戸
図
喬
生
田
区
占
湊
通
１

神
戸
っ
子
Ｎ
ｏ
．
畑

★
発
行
／
帥
年
９
月
１
日

☆
編
集
・
発
行
／
小
泉
康
夫

☆
発
行
所
・
神
戸
っ
子
編
集
室

神
戸
市
生
田
区
東
町
畑
の
１

１
大
神
ビ
ル
７
階

露
“
２
２
４
６
（
代
）

振
替
口
座
神
戸
四
五
一
九
六

頒
価
加
円

後編

記集

か
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
と
こ
ろ

で
、
ど
ん
ど
ん
ふ
く
ら
み
、
変
っ
て
い
く

我
等
が
神
戸
の
街
。
個
性
あ
る
魅
力
的
な

神
戸
は
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
？
今
街
全
休

と
し
て
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
幽
時
、
神

戸
っ
子
の
役
割
も
又
、
い
か
に
？
・
・
・
…
。

初
心
。
八
川
端
恥
一
Ｖ

★
結
雌
Ｉ
血
痕
。
結
婚
に
は
血
の
イ
メ
Ｉ

ジ
が
ま
つ
わ
り
つ
く
。
純
白
の
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
ド
レ
ス
の
胸
に
は
紅
い
蔽
蕎
。
そ
の

一
輪
の
花
ビ
ラ
が
た
め
ら
い
勝
ち
に
ふ
た

り
の
夜
に
散
っ
て
し
ま
っ
た
。
八
さ
Ｖ

☆
撮
影
用
に
借
り
た
花
嫁
衣
裳
で
、
夜
更

け
の
編
集
室
で
の
オ
ョ
メ
サ
ン
ゴ
ッ
．
。

花
嫁
花
婿
の
写
真
を
前
に
タ
メ
イ
キ
を
つ

き
、
甲
子
咽
の
典
帝
を
横
目
に
易
か
つ
た

夏
を
神
戸
で
過
ご
し
讃
し
た
。Ａ中

村
雅
子
Ｖ

☆
あ
あ
結
婚
特
染
愛
の
み
で
生
き
て

ゆ
け
な
い
こ
の
世
間
に
多
く
の
障
害
を

乗
り
こ
え
て
出
発
す
る
カ
ッ
プ
ル
た
ち

祝
福
ノ
．
新
し
く
生
れ
た
星
が
延
々
と
連

な
る
夜
空
き
ょ
う
こ
の
心
が
変
わ
ら

な
い
の
に
気
付
く
な
の
に
何
処
に
姿

を
か
く
し
た
か
我
が
良
き
緋
み
処

八
か
は
さ
き
Ｖ

コ
ー
ベ
プ
ッ
ク
ス
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン

流
泉
書
房
セ
ン
タ
ー
街

日
東
館
大
丸
前

漢
ロ
堂
三
宮
店
京
町
筋

海
文
堂
元
町
通
３
丁
目

宝
文
館
元
町
通
５
丁
目

陸
司
書
房
新
開
地
本
通

漢
口
堂
書
店
湊
川
商
店
街

秋
田
百
文
館
長
田
区
腕
塚
町

神
戸
書
林
板
宿
バ
ス
停
前

☆
月
刊
神
戸
っ
子
に
広
告
を
掲
栽
ご
希
望

の
方
は
編
集
室
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

☆
神
戸
百
店
会
の
事
務
局
は
月
刊
神
戸
っ

子
編
集
室
内
に
あ
り
蚤
す
。
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神戸のうまいもんとドリンキングま ン、つの
☆日本料理
讃岐名代うと孔あこや事

神戸市郵合区雄塚辿７－５ＴＥＬ２３１－６３００
トアロード店ＴＥＬ３９１－２５３８
兵蹴駅前店ＴＥＬ5 7 5 - 5 3 0 6

和 食〈れなぃ
竜宮' t I 1 I 祈道浜側中央

ＫＣＢビル２ＦＴＥＬ３３] - 0 4 9 4

か っぽう花〈ま
神戸市能出Ⅸ花隅町４５

ＴＥＬ３４１－０２４０

豊総蝋猿柵,蕊豊醗二識酉
る里お茶i f i ･ おむすび、

渦もの心、 神j5Iij'klIllえ北1と狭辿２‘)ｌ
ＴＥＬ３３１－５５３５

た こ焼たちばな
三宵センター伽旧柳筋）ＴＥＬ３３１－Ｏ５７２

北海道郷上料理蝦夷
神ﾉ廿市生llIiえIlIII雁通lj~11115
生H 1 区東門筋束門公館ビル１階

ＴＥＬ3 3 1 - 7 7 7 0

カニ料理婆婆羅（ばさら）
神J5iIjjい１１ｌｘ北lを狭辿１Ｊ~1118

翼桝阪急､ 西I 】北Ⅲﾘ ﾚ ｲ ﾝ ポｰ プラザ１．２Ｆ
ＴＥＬ３２Ｉ－６３６３

蕊 斎喚 ｳ 嘉瀬戸
神戸市生田区山本通３丁目2 7 の９
瀬戸ビル１ＦＴＥＬ２２１－６５４８

☆西洋料理
阜鼻) 《島竺アポロン神戸市葺合区八幡通５丁目６

ＴＥＬ２５１－３２３１

ﾚ …′錐馬声鯉田畠は) ；
ＴＥＬ2 2 1 - 8 5 4 7 . 2 3 1 - 3 3 1 5

錨I i f冊u§ＥｓＡＮ－ＭｏＮ三門
神戸市'1§IIII幻flIl呼通~三Ｔｉｌ９８ノ９９

ＴＥＬ３３１－５８１７

ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾊ ｳ ｽ れんが亭
神戸市生田区下山手通２丁目３４

ＴＥＬ３３１－７１６８

レストランセントジョージ
神〆市維Ｈ１区北野町１１. ｌｉｌ３０

ＴＥＬ２４２－１２３４

レ ストラン男爵
神ﾉ;市生B I I X 中山子１－１８

山手第一ピルｌＦＴＥＬ２４１－Ｏ７７８
ｍａｉｓｏｎｄｅ 花 屋敷ｉａｍｏｄｅ

三宮フラワーロード市役所前
ＴＥＬ２５１－２ＩＯ９

鉄板グリルきやんどる
神戸市生田区北長狭通２－２２

ＴＥＬ３３１－１１８３

ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ フイッシヤーーマンス; ポート
神戸港輔４突堤ポートターミナル

ＴＥＬ3 3 1 - 0 3 0 ］

鵬柄躍ロス・ヒターーノスフラメンコショー
篭I H Iえ.ド1 1 1張皿３Ｊ~同２２
下山張セントラルハイツ

ＴＥＬ3 9 1 - 5 4 3 1

レ ストランムーーンライト
三宮・生田新道

ＴＥＬ3 3 1 - 9 5 5 4

月グリル･ 鉄板焼

神戸市生田区北長狭通１－２４
生田神社前ＴＥＬ３３１－２５０９

ＢＡＲＢＥＣＵＥ一二 段& ＳＴＥＡＫノ L
生田区元町ｦ 、３丁目
ＴＥＬ3 3 1 - 2 1 0 8

レ ストランスイスシャレー
神戸市生田区北野町３丁日4 8 アニルドマンションｌＦ

ＴＥＬ２２１－４３４３

レストランハイウェィ
神戸市生田区下山手２－２０

ＴＥＬ３３１－７６２２

ピ ﾂ ﾂ ｱ ﾊ ｳ ｽ ピノツキオ
神戸市生田区中山手２－１０１

ＴＥＬ3 3 1 - 3 5 4 5

レ ストランフシク東店
神戸市生田区栄町１－５－３

ＴＥＬ3 2 1 - 3 2 0 7
ピザ＆ 力 、ルの店スパヶティ

葺合区琴緒町５丁目１－７
西山ビル] ＦＴＥＬ２４１－９０２５

ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾊ ｳ ｽ グリノレ青山
神戸市生田区中山手通２丁目１１２－２

（トアロード）ＴＥＬ3 9 1 - 4 8 5 8

ﾚ ストランフック神戸店
神戸市生田区栄町通２丁目２４

ＴＥＬ3 2 1 - 3 4 5 3

ピ ザ ･ パブピザ・パテオ
神ﾉ ﾃ市生H 1区ﾉ亡町迦’r I I 4 9 ( 元町’碓街〉

ＴＥＬ３３１－９３７８

ｒ 桑１華火の烏
神戸市生田区中山手迩１丁目２７

ＴＥＬ２４２－１３３０

噸融薦棄羅ゴツクスタッド
生田区山本通３丁目１８回教寺院前

ＴＥＬ2 4 2 - 0 1 3 1

ﾒ ｷ ｼ ｺ 小料理亭テイファ－ナ
神戸市生田陛中山手通１丁図4 ノ1 2 パｰ ﾙ ｺ ｰ ボﾗ ｽ ピﾙ １F

ＴＥＬ２４２－００４３

, : くりう ; , 尋浮黒牛
神戸市生田区中山手通２丁目3 9 の３６

ＴＥＬ２４１－３７３９

普楽f ｽ ﾇ ﾗ §コーベ．ロレーライ
生田区北長狭通6 丁目3 9

ＴＥＬ3 7 1 - 0 0 8 6

☆ 喫茶
喜一水上２にしむら伽排店

中山手店・神戸市生阻区中山手辺１丁目７０
ＴＥＬ2 2 1 - 1 8 7 2 . 2 3 1 - 9 5 2 4

センタi j f l l i f ．神ノｒｌＩ『' 慨H 区晶淘町２１~ Ｒ３５
ＴＥＬ３９１－Ｏ６６９

北野店・山本通２１. F 1 9 T E L 2 4 2 - 2 4 6 7
（会い制）３Ｆ班拷所ＴｌＺＬ２４２－１８８０

喫 茶力、－デニア
神戸市篭田区東町1 1 3 - 1 大神ピル1 面

ＴＥＬ3 2 1 - 5 1 1 4

伽 珠モ－ツアノレト
神戸市生田区山木通２丁目9 8 グランドマンション１Ｆ

ＴＥＬ２４１－３９６１

テｆ－＆ス ナックサボテン
神戸市生田区中山手通２ｒ目

〈神戸女子短大前) ＴＥＬ2 4 1 - 7 0 6 0

蚕 ﾁ ｧ ｻ ｴ ポック
神戸市生田区元町通３丁目( 浜側）

ＴＥＬ3 3 1 - 3 6 9 4

☆ｃｌｕｂ
ｸ ラブ 千

神ノガI I f 生川区ド' 1 」系辿り２１~ 魁２１
ＴＥＬ３９１－１０７７

。 ’ｏｈ飛鳥
神ノガI 1 i ' １洲Ⅱ区中山系１］~ Ｉｉｌｌ７

ＴＥＬ３３１－７６２７

ｏ １・し小万
神ノロ市' １畳1 1 1 以東I 抑』筋中鋤ヒル３Ｆ

ＴＥＬ３９１－０６３８．４３８６

ｏ Ｉｏｂさち
神戸市生田区中山手迎２丁園７５

ＴＥＬ３３１－７Ｉ２０

ｏ Ｉｏｂなぎさ
神戸市生露区北展技遮2 の ] T E L 3 3 1 - 8 6 2 6

o l o b ・蕗くふき〉
神〆市惟１１１１メド山添通２Ｊ~ 圏ＴＥＬ３９１－１５１５

く らぶぷＣｆ、ん
司宮生、祈逝深( 川中央ＫＣＢピル筋Ｆ

ＴＥＬ３３］－８５９３

§１Ａ。；ＭｏｏｎＬｉｇｈｔ
１３．１ＲＴＩ. ：1 . 3 3 1 0 8 8 6 . 3 9 1 Z 6 9 6
〔: l L l l D ､ 1 . 1 2 1 . 3 3 1 0 1 5 7

ク ラブるゐ、らん
仲ノｒＩ１ｊ' 1 急l l I I x 北些狭逆１Ｊ. 、５３ＴＥＬ3 3 1 - 2 8 5 4

☆ ＳＴＡＮＤ＆ＳＮＡＣＫ
１･ リング畿ベルビュ・ドール
レハトラン

抑ノケｌＩｆ'1：1111幻IIIIlIz辿２】､１１１０１大派ピル２１＄
ＴＩＥ1 . 3 2 1 ５６７７

ス タンド英国屋
化1 1 1 区ドｌｌｌＦ皿２－６F 1 1 ﾉ Ｘタクシー繊

ＴＩｚＬ３３１－１１００．３３１６６００

洋 i N ' ､ ウス雑貨屋
諜1 1 1 1 ズド1 1 』扉述2 ｒｌｌ８の6

（' k I I 1 祈逆ｷ Ⅱ雌タケシー髄ｌそる〉．ｒ唾Ｌ３２１０２６０

スタンドグラムーール
ノ慨1 1 筋ｊ･ 1 4 ピル地味．ｒ庇Ｌ３３１－４６３７

姫スナック& ドリンク
神戸市生田区中山手通１丁目１８

ＴＥＬ2 2 1 - 1 9 5 0

ｶ ｸ ﾃ ﾙ ﾗ ｳ ﾝ ｼ ﾞ サヴオイ
，荊架1 1 1 ⅢリテキのI I I f 北

ＴＥＬ３３１－２６１５

ＤＲＩＮＫＩＮＧＩＳＡＫＡＲＴ｡!'LＩＦ‘熟胤i川船麺?｢,恩
ＰＨＯＮＥＯ７８－２４１７３２０

ビ ジービースナック
神ノrIlf'隈llllえII1IIl塀２１~ｌＩ

ＴＥＬ３９１４５８２

ｊ ＃柄’催ボルド
ノI3l l I祈逝浜il I I I $ I j央ＫＣＢピル隅Iド

ＴＥＬ３３１３５７５

ＷｉｎｅａＩ１ｄ 珍 地理屋ｓｏｍＧｔｈｍｇ キ'|'ﾉ『ｫI『'1§111区'''111雅辿lrll247
大棚ナイトブラザｌＦＴ瞳Ｌ２４２０２８８

サ ロン神戸時代
’flIIi幻''１１１Jz皿１ｊ~ｌｉ２８

シヘ･ Ｉ､ ' フコトフゾキビルＴ畦L 2 ４２－３５６７

スタンド〈

キ
本店洋酒の店

北店スープとパンの店

る 実
’1.1111幻ｌＩＩｌｌＷｍｌの７２
Ｔ瞳Ｌ３３］ 6 9 8 5

ャ ンティ
神戸市生個区北促狭通２ノ３
ｔｅ1 3 9 1 - 3 0 6 0 . 3 9 1 - 3 0 1 0

神r ﾃ 市生印区下山乎通３ノ８ノ９
t Ｇ１３３１－３６６１

D R I N K スネカジリッ子
ＳＮＡＣＫ神戸市』 M ﾐ 田区下山手逝２丁目

氷晃ピルＢｌＴＥＬ３９１－８７０８

サン卜ノーしｍｓｉｃｓｐｓｔ

トアロード店生剛区下山乎通２丁Ｈトア・ロード
ｔｅｌ３９１－３８２２

北野店生ⅡＩ区中１１１手通１丁河２４－７
ダイワナイトプラ報６ＦｔｅＩ２２１－３８８６

素 舌洞で－つさん
神ﾉf 1 1 f ' ｋＩＩＩｌＸ北及郷１，１．] 口2 5 8

Ｔｌ. ：L ３３１６７７８

ＳＴＡＮＤマシニェケナダ
生ⅡI 区ドI l I J z 通２ｒＩ’ちゃいなタウン地下

ＴＥＬ3 3 1 - 5 5 8 7

ス ナックＧＡＳＴＲＯ
神戸市' k I I l ば中山手通３－２ｏ

トーアマンシヨンＴＥＬ2 3 1 - 0 7 2 3

ティー& パブﾊ ｳ ｽ ﾊ ﾞ ｽ チャーリントン
’k l I l I 笈北1 <挟地２ｊＩｌ｛トフ･ロード）

ＴＥＬ３３２－１１２５

スナックエドワーズ倶楽部
神戸I 1 i ﾑ慨1 1Ⅸ北艮扶迩１丁I ~ 1 2 8

ホワイトローズピル５．６Ｆ生田祈道ＴＥＬ３９１－３３００

サロンアルバトロス
生田区中山手通り１丁目2 4 の７

大和ナイトプラザ２Ｆ－ＢＴＥＬ( 2 3 1 ) 3 3 0 0

ＣＡＦＥミ音楽の家" ＥＴエトワＴＯｌＷＨ１ＳＫＹ
神戸市生田区三宮町３丁目三宮センター街西入口

スカイトアビル３ＦＴＥＬ３３２－ｌ７５５
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伽ｔｉｑｕｅ
ｇｅｒｉｅｓ
ｌｘｘｘⅡ｜時計

逆
③0町 ●一■

ミ ‘タ
『■ ■旬日

ＸＸＸⅡ

式
．
『
１

・
球
一
釧
一
一

軍
パ
が
．
．

一
旦

鉢木伸一郎
く､ ノア〃店主＞
4 0 ～6 0 年代のジャズレコード
のコレクションが6 0 0 枚。ア
ンテイックに魅かれることも
ジャズに揺れることも郷愁か
もしれない。日常生活が合理
的であることも大切だが、毎
日のようにネジを巻かなけれ
ば動かない昔の時計やガラス
の器と語り合う会話。スイン
グジャズもアンティックもそ
の時代そのものが私に語りか
けてくる。それが今の私たち
にとって貴重なものではない
だろうか。
さんブ・ラザバロンにて

カメラ／米田定蔵

E ＝左’

6 一m

ﾘ:識
L 万でﾛ ＝ L 弓

云
凸
云
凸

:.X§謹蕊熱
ヴ

｡ = .

＝
豆

鰯ヱ

ノ

～

認§

Ｌ
i 鰯繍画ン

『

☆英醐風喫茶・レスI ･ ラン三宮さんプラザ店
ＴＥＬ3 9 1 - 1 7 5 8 ＡＭ１１: O 0 - P M 9 : 0 0 迄

☆コーヒーショップトア・ロード店
ＴＥＬ3 9 1 - 1 2 1 0 ＡＭ１０：００～ＰＭ９ｇＯＯ迄

☆コーヒーショップセンター街店
ＴＥＬ3 9 1 - 1 3 7 5 ＡＭ１０: ００～P M 9 : 0 0 i 迄

鎧
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型
時
●
間
オ
ー
プ
ン
の

ウ
イ
ン
ド
ウ
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
は
趣
好
を
こ

ら
し
て
楽
し
く
、
舶

来
文
具
品
が
話
題
の

豊
富
な
品
揃
え
で
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
秋
に
ふ

さ
わ
し
く
ト
ー
タ
ル
な
プ

レ
タ
を
神
戸
の
ハ
イ
な
セ

ン
ス
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
あ
な
た

の
お
好
み
に
ぴ
っ
た
り
。

）ｑセンターブラザ ＳｈｏｐＧｕｉｄｅ 、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

発
見
し
ま
し
た
。

増罰勇

線
か
ら
面
へ
。
”
神
戸
っ
子

に
愛
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
街
．

都
●
市
計
画
で
〈
サ
ン
プ
ラ
ザ
〉

が
生
れ
、
７
Ⅱ
妬
日
に
は
待

ち
か
れ
た
〈
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
〉
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

宮
崎
市
長
さ
ん
の
テ
ー
プ
ヵ

ッ
ト
に
、
新
し
い
神
戸
の
顔

を
つ
く
る
こ
の
〈
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ザ
〉
は
、
地
下
は
た
べ

も
の
や
さ
ん
１
Ｆ
は
も
と
の

セ
ン
タ
ー
街
の
京
町
筋
の
お

店
が
再
開
し
て
、
２
Ｆ
は
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
通
り
と
約
一
五

○
店
が
お
目
見
得
し
た
の
で

す
。
赤
い
手
す
り
の
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
あ
が
る
と
鏡
の

ひ
ろ
ば
は
、
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
を
想

ZＰ

く鋒〆〆ー

●＆

蔦

二宮京町筋
壷３８２－１３５８

☆事務と暮しを豊かにする

輔 朋
文具センター

』･ ンタープラザ1 Ｆ盃3 2 1 3 3 3 3
きんちか店冠3 9 1 4 7 1 3

は
っ
と
す
る
ほ
ど

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
を
感

じ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ポ
イ
ン
ト
。
マ
ル
ダ

イ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
新
し
い
椛
成

で
す
。

☆ブティック

‘ｲ!』工
セータブラザ１Ｆ
盆３３２２８７８ 斗諒

Ｌ 一 』

☆霧認誰’騨義料

剰し銀ｒ
Ｉ☆高級婦人服地とお註え

旬病艶扇津;７

一
フ
綴
デ
シ
ン
風
の
シ
ル
ク
、
ギ

Ⅶ
卿
嚇
然
難
蝋

ミ
誌
需
紙
鎖
派
翻
。
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ソ

セシタブラザ２Ｅ
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『 プレ u ノシュな驚き腿 Sｑｎｎｏｍｉ／

直
輸
入
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

は
、
世
界
各
国
の
楽
し
い

お
し
ゃ
れ
な
ム
ー
ド
の
品

ば
か
り
。
秋
に
さ
き
が
け

た
あ
な
た
の
チ
ャ
ー
ミ
ン

グ
な
ポ
イ
ン
ト
づ
く
り
を
。

変
っ
て
行
く
よ
う
で
す
。

〈
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
〉
の
話

題
は
、
や
は
リ
フ
ァ
ソ
シ
ョ

ン
ス
ト
ア
の
多
い
こ
と
。
火

成
色
も
強
い
な
か
に
．
、
神
戸

ら
し
さ
を
大
切
に
し
た
お
店

も
あ
っ
て
、
こ
の
秋
の
お
し

ゃ
れ
レ
デ
ィ
の
心
を
と
き
め

か
せ
そ
う
…
．
あ
な
た
も
新

し
い
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
を
探
検
し
て

み
て
は
い
か
が
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
レ
デ
ィ
は
歯
住
和
子
さ
ん

（
左
）
と
西
京
子
さ
ん

セゾタ
合３３２

ミ
ラ
ノ
（
伊
）
の
ボ
ゾ
ル

Ｆ２
卜
製
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
や

サラ
的
サ
ン
ロ
ー
ー
フ
ン
、
一
丁
ス

プ
師

テ
ィ
の
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク

》
唖
等
舶
来
国
産
の
し
ゃ
れ

た
セ
ン
ス
が
い
っ
ぱ
い
〈

い
だ
詞
す
き
ら
び
や
か
さ
。
サ

ン
プ
ラ
ザ
と
連
な
っ
て
、
ま

た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
流
れ
が

★遥稼鯵ｻ ﾘ ｰ

』

＝一一

☆直輸入アクセサリー

可

と副二、弓

ロ
ン
グ
ド
レ
ス
に
ロ

ン
グ
ス
カ
ー
ト
な
ど
お

色
直
し
、
パ
ー
テ
ィ
着

と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ラ

ゥ
ン
ジ
ゥ
ェ
ァ
の
専
門

帝
眉
で
す
″
・
畦
栂
誠
泌
拙
岬
嵯

＝一一

☆喫茶とクレープ( ケー

咽悶､ 畠泌誰ブ
心剛§P M E
セ〆夕プラザＢ１Ｆ
盆3 3 2 2 7 5 1

味街｜ホドる
ネ角プ戸シ藤
ヵ：でのでエ田
鷺焼お初・嗣揮い店めク治
装て ･ てしの
蝿るパの｜絵
型あリクプが
、iw:ののしばあ

Ｆ

プラサ２Ｆ
2 6 9 0

謁翼綾
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秋の夜なにげない語らい吟味されたメニューおしゃれなスペース
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小集会、誕生祝などのパーティーなどにご利用下さい。
ちくせんミュージックタイム
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ウンドハウス

ソネ、

』

★ビキニのあとがくっきり磯った今年の夏も９月の声をきくと思い出し
てなつかしい今日この頃、秋ですね．…･ ･ ･
今回から神戸っ子の誌上で“ウッドハウス, ，のメンバー紹介をきせて
いただきます。その第１弾は…･ 学本名、平尾仁（ひらおひとし）２４歳。
通称デコちゃん。‘､ ウッドハウス、. で唯一の独身者。７５年度後半は彼の
ためにあるほど乗りに乗っているにくい奴。“ウッドハウス職で目下女
性支持率人父ナンバーワン（自称) 。趣味といえば覚えたてのマージャ
ン、ツモリいつばつのデコちゃんと異名をもつこわい奴。とはいっても
……‘, ウッドハウス・・におこしの節はジ､ ソクリ顔を見てやって下さい。
そんな奴には見えません。ただニヤニヤするかわいい男。
デコちゃんをよろしくお願いします。
☆営業時間のお知らせ。平日／５：Ｏ０ＲＭ. ～２番0 0 A . Ｍ日曜／６：Ｏ０
ＲＭ. ～０：0 0 A . Ｍ，年中無休
ビール（小）￥3 0 0 水割り（オールド）￥4 0 0 フィズ￥5 0 O おつまみ
￥1 0 0 スパケテイ￥4 0 0 ピラフ￥4 0 0 ほか。

スナック“ケンとゲン”は、雰囲鈍のよきと、ボトルが低料金でキー
プできることで早くも神戸っ子たちの間で噂がもちきりです。しかも
ママはモデル出身の美人なのだから、神戸の夜にまたひとつ“名花”
が咲いたことになります。

ボトノレキーフ。
リザーブ( レギュラー) －￥４，＄⑪⑪
カティーサーク￥墨 , 昂⑪⑪
ホワイトホース－￥５，昂⑪⑪

￥ Ｉ懇, ⑪⑪⑩

加ﾛ 角町一器

ピ ンチ

レミーマーテイン￥Ⅱ５，⑪⑪⑪
他にお好みに応じて各種料理もあります。
６：００P L M . ～２：００Ａ. Ｍ、年中無休

】|旨鍔罪 ケンとゲン
でんわ＄３空･ 空３６６ I一望卿！.…④

ＤＲ１ＮＫＩＮＧ

ウッドハウス

頂＝

★秋の気配の感じられる季節になりました。さわやかな秋はまたステー
キのおいしい季節です。ステーキハウス“山崎”へいらっしゃいません
か。最上級の神戸肉と新鮮な生野菜をご賞味下さい。きっとご満足いた
だけるでしょう。また、落ち蒲いた弊囲気、それに、各種のワインも揃
っていますので、ゆっくりとお食事を楽しんでいただけます。３０名ほど
のパーティーの予約も承っています。家族づれ、友達同士、グループな
どの会合にぜひご利用下さい。
☆最上級神戸肉ステーき￥5 , 0 0 0 サーロインステーキ￥3 ? 0 0 0 テンダ
ーロインステーキ￥3 , 0 0 0 車海老のバター焼き、アワビのバター焼き。
ビール￥3 0 0 ボトル（ＯＬＤ）￥5 , 0 0 0 ボトル（ホワイトホース) 、
ボトル（カティサーク）各￥7 , 0 0 0
５：0 0 豆Ｍ～２：００Ａ- Ｍ．日昭日休み

■唱姦Ｂ■

ジ ョイフル

｜毒一軍＝

ヤマサキ

１
Ｊ

" H a v e a J O Y F U L t i m e／”
この３月オープンした“ジョイフル”も早や半年、皆様に可愛がられ
てやっと大人の仲間入りといったところです。ママをはじめ、女の子た
ちもまだ初々しさ（一見？）が残っていて、とても新鮮です。
小さなお店だが、夜の優しい言葉？可愛い笑顔、落ち着いて飲むに
は最高だ。
夏のオレンジ色のハートを、クールなフイリングで酔いしれてみませ
んか。ヤングからミドルエイジまで気軽に来ています。
ボトルキープ／リザーブ、カテイサーク、ホワイトホース各￥8 , 0 0 0
６：０ＯＥＭ～１２００Ａ. Ｍ，日珊日休み
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